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当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます

さて、標記のことについて、農林水産省食料産業局企画課長より通知がありましたので

お知らせします
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関係事業者団体代表殿

日頃より、農林水産・食品行政につきまして、御理解と御協力を賜り、厚く

御礼を申し上げます。

平成 25年Ⅱ月1日に政府の電力需給に関する検討会合が開催され、「20B

年度冬季の電力需給対策について」が同会合において決定され、節電に対する全

国(沖縄電力管内を除く。)及び北海道電力管内の要請についての概要等が別
添のとおり示されましたのでお知らせします

20B年度冬季の電力需給対策について

貴団体におかれましては、貴団体会員企業に対し、20B年度冬季の電力需給

対策の内容、特に、冬季の節電メニュー(事業者向け、家庭向け)を参考とし

た節電ヘの取組について周知いただくとともに、それぞれの業界、企業におい

て節電の取組が推進されるよう御協力よろしくぉ願い申し上げます

農林水産省食料産業局企画課長

事務連絡

平成25年Ⅱ月5日

(別添)

資料 20B年度冬季の電力需給対策について

(参考 1)

各節電メニューは下記ホームヘージに記載されております

http ://WWW. meti. go. jp/setsuden index. html
・冬季の節電メニュー(ご家庭の皆様)北海道電力管内

・冬季の節電メニュー(事業者の皆様)北海道電力管内

・冬季の節電メニュー(ご家庭の皆様)北海道電力管内以外

・冬季の節電メニュー(事業者の皆様)北海道電力管内以外

(参考 2)

Ⅱ月1日検討会合の全ての資料は下記ホームヘージに記載されております

ので併せお知らせします

http: WWW. kantei.且0. jp jp singi/electricity_supply/'index. html

担当:食料産業局企画課企画第1班

金子、見城、木村

電話:03-6744 2064



2013年度冬季の電力需給見通しについては、経済産業省の総合資源エネル

ギー調査会基本政策分科会の下に設置した「電力需給検証小委員会」において、

第三者の専門家による検証を行っナニ。

政府としては、いかなる事態においても、国民生活や経済活動に支障がない

よう、エネルギー需給の安定に万全を期すべく、電力需給検証小委員会による

需給見通しを踏まえて、2013年度冬季の電力需給対策を決定する。

2013年度冬季の電力需給対策について

1.2013年度冬季の電力需給見通し

2013年度冬季の電力需給は、2011年度冬季並みdヒ海道電力管内について

は、厳寒であった 2010年度並み)の厳寒となるりスクや直近の経済成長の伸び、

企業や家庭における節電の定着などを織り込んだ上で、いずれの電力管内でも

電力の安定供給に最低限必要な予備率3%以上を確保できる見通しである。

ただし、北海道電力管内については、他電力からの電力融通に制約があるこ

と、発電所一機のトラブル停止が予備率に与える影響が大きいこと、厳寒である

ため、万一の電力需給のひっ迫が、国民の生命、安全を脅かす可能性※がある
ことなどの北海道の特殊性を踏まえ、りスクへの特段の備えが必要である。

2013年11月1日

電力需給に関する検討会合

<2014年2月の電力需給見通し>
1万kwl
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2.2013年度冬季の電力需給対策

(1)全国(沖縄電力管内を除く)共通の対策

①節電要請(数値目標を設けない)

i)現在定着している節電の取組が、国民生活、経済活動等ヘの影響を極
力回避した無理のない形で、確実に行われるよう、節電を要請する。節

電要請に当たっては、高齢者や乳幼児等の弱者に対して、配慮を行う。

※2013年度冬季の需給見通しにおいて、節電の定着分(2010年度最大電力比)とし
て以下の数値を見込んでいる。これらは節電を行うに当たっての目安となる。
北海道電力管内'4.1%東北電力管内'19%東京電力管内'フ.5兆

中部電力管内'2.3%関西電力管内'3.8%北陸電力管内'30光

'1.4%四国電力管内'42%九州電力管内'4.1%中国電力管内

)節電要請期間・時間帯

2013年12月2日(月)から2014年3月31日(月)までの平日(ただし、

12月30日(月)及び31日(火)並びに1月2日(木)及び3日(金)を除く。)

の9;00から21:00まで(北海道電力及び九州電力管内については8:00か

ら 21:00まで)の時間帯とする。

@需給ひっ迫ヘの備え

大規模な電源脱落等により、万がー、電力需給がひっ迫する場合ヘの備

えとして、以下の対策を行う。

)電力会社は、発電所等の計画外停止のりスクを最小化するため、発電

設備等の保守・保全を強化する。

)電力会社は、電力需給のひっ迫が予想される場合に、広域的な電力融

通、卸電力取引市場の活用、自家発事業者からの追加的な電力購入等

を行えるよう準備する。

1)電力会社は、随時調整契約等の積み増し、アグリゲーター※'やネガワッ
ト取引地の活用その他のディマンドリスボンス等、需要面での取組の促

進を図る。

※1:アグリゲーターとは、事前に契約している複数の需要家の電力需要を一括して制御し、

遠隔操作や手動制御によって空調、照明などの需要を削減する事業者。
※2;ネガワット取引とは、需要家による節電を供給と見立て(ネガワット)、需給ひっ迫が

想定される場合に、需要サイドの負荷抑制による節電分を確保する仕組み。



2)北海道電力管内に対する対策

冬季の北海道の特殊性を踏まえ、計画停電を含む停電を回避するため

(1)に加え、以下の多重的な対策を行う。

①数値目標付きの節電要請
i)数値目標(2010年度比で'6%以上の節電)

大口需要家、小口需要家、家庭のそれぞれに対し、2010年度比で'

6%以上の使用最大電力(k朔の抑制を要請する。

)節電要請期間・時間帯

2013年12月9日(月)から2014年3月7日(金)までの平日け二だし、

12月30日(月)及び31日(火)並びに1月2日(木)及び3日(金)を除く。)

の 16:00から21:00までの時間帯とする。
※冬季の北海道は、夜間も電力需要が高い水準にあるため、上記時間帯以外も可

能な範囲での節電を要請する。

)基準電力

2010年度冬季(2010年12月1日(フK)から 2011年3月31

で)1こおける使用最大電力の値(kⅧを基準の目安とする。

iv)留意事項

ア)高齢者や乳幼児等の弱者に対して、無理な節電を要請することのな

いよう、配慮を行う。

イ)病院や鉄道等のライフライン機能や政府の安全保障上極めて重要な

施設の機能の維持に支障が出る場合については、機能維持ヘの支

障が生じない範囲で実施可能な目標を設定し、節電を行うよう要請す

る。

ウ)電源脱落がない平時においては、予備率 3%以上を確保できる見通

しであることを踏まえ、生産活動等(農業、観光等を含む。)1こ配慮し、

実質的な影響が生じない範囲で実施可能な目標を設定し、節電を行

うことも可能とする。ただし、需給ひっ迫時(予備率が 3%を下回る見

通しとなった時)においては、数値目標(2010年度比'6%以上)通り

の節電を要請する。

エ)管内における複数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組む

ことも可能とする。

日(木)ま



②自家発電設備の導入支援
政府は、自家発電設備の活用を図るため、設備の増強や余剰電力の電

力会社ヘの売電を行う事業者に対して、設備や燃料費の補助による支援を

③計画停電回避緊急調整プログラム
計画停電を含む停電を回避するため、①及び②に加え、北海道電力は

「計画停電回避緊急調整プログラム」を準備し、大規模な電源脱落等による

需給ひっ迫時にこれを発動する。

計画停電回避緊急調整プログラムの目標値は、過去最大級の電源脱落

(137万kⅧが発生する場合でも、①及び②と相まって、電力の安定供給に

最低限必要な予備率 3%以上を確保できるよう設定する。政府、北海道及
び北海道電力は、北海道電力管内の主な需要家に対し、計画停電回避緊
急調整プログラムの締結について協力を要請する。北海道電力は、計画停

電回避緊急調整プログラムの契約状況を公表する。

i)期間
2013年12月9日(月)~2014年3月7日(金X全日)

ii)対象
北海道内の大口需要家(契約電力が50okW以上)1こt窃力を要請する。

iii)目標値
②と合わせて、実効ベースで23万kW以上の需要削減量を確保する。

④更なる需給ひっ迫時に備えた対策(緊急時ネガワット入札等)
過去最大級を上回る電源脱落の発生に備え、北海道電力は、①~③で

は対応できない大規模な電源脱落時の電力需要の削減のため、緊急時ネ

ガワット入札等の仕組みを整備する。

(3)情報提供等

①政府は、需要家の節電を促進するため、電力会社等と連携して、事業者
ぴ家庭向けに具体的な節電メニューを提示する。

②電力会社は、電力需給状況や予想電力需要についての情報発信を自ら行
うとともに、民間事業者等(携帯事業者やインターネット事業者等)への情報
提供を積極的に行う。

③上記の対策にもかかわらず、電力需給のひっ迫が予想される場合には、政
府は、「需給ひっ迫警報」を発出し、一層の節電を要請する。
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家庭の節電

2m3年度冬季の節電ヘのご協力のお願い

2013年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や家庭に
おける節電の定着などを織り込んだ上で、北海道電力管内でも安定供給
に最低恨必要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、
規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給ができない可能性が
懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力を
して参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電気を供給す
るため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお
願い申し上げます。

節をお願いしたい期間時間節目

02010年度比'6%以上の数値目標を伴う節電につきましては、以下の
期間・時間帯においてご協力をお願いします。

1600~21:0012 9日 3 7^

0上記の期間・時間帯を除く12月2日(月)~3月31日(月)の8:00~21:00
においても、数値目標を伴わない節電をお願いします。

※冬の北海道は夜間も電力需要が高い水準であるという性格を踏まえ
ピークシフトではなくピークカット1こよる節電をお願いいたします。

1212 12府 1219

800-21:00
数価目榎なしの節電

※土日・休日及び年末年始(12130~ν3)を除きます。

※北海道電力管内にて節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれのご家庭において、
2010年度の使用最大電力(kvv)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。

※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている2010年度
比'4.1%を参考として下さい。

※気温の低下、降雪時などは、需要が増大する可能性があり、特に節電に取り組んでいただくこ
とが重要です。

800-16:00
数値目なしの節電

.高齢者、障害のある方々などは、それぞれのご事情のもと、無理のない範囲でご協力(使用してい
ない部屋の電気はこまめに消す等)をお願いします。

16;00-21:00

'6"以上の節

317 3110 3131

800-21:00
数値目'なLの節電



家庭の節電

冬の電力使用の特徴

冬の北海道における電気の使用は、終日にわたり、ほぼ一定のさで推移す
ることが特徴となっています。家庭用においては、特に16時~21時がくなり
ます。気製品の使い方を工夫することなどによる節電をお願いします。

冬の北海道における平日の電気の使われ方(イメージ)

総

2013/12/9~2014/3/7の平日(12/30、
12β1、ν2及びν3を除く)のこの時間帯
は2010年度比'6%以上の数値目標を
伴う節電にご協力をお願いします

家庭用

節電をお願いしナい時間帯

この時問帯についても可能
な範囲での節電にご協力を

お願いします

家庭では、冬にどんな気製品を使っているっ

0 8

北海道の家庭における冬の19時頃の消費電力

その他,28%

(電気ボット、食

器洗い乾燥

機、ジャー炊飯
器、洗濯・乾燥

機、温水便座),
15%

待機電力,
7

節電

16

この時問帯につ
いても可能な範
囲ての節電にご

協力をお願いし
ます

【サンプル〒一夕等より資源エネルギー庁1、て推計】

Y
照明、冷蔵庫、テレビを中心とした節電が重要です
また、北海道の冬に欠かせない暖房機器にはさまざ

まな種類のものがあります。
消費電力が大きい暖房機器をお使いのご家庭は、

これらの電気製品の節電もお願いします。

21

暖房、電気

カーヘット,6%

【資源エネルギー庁推き打

テレビ,
9%

24

(消費電力目安)

電気力ーヘットフ60~1,00OW(3畳用)
ファンヒーター 1,150VV
オイルヒーター 360~1,50OV、1

ハロゲンヒーター 1,20OVV
電気ヒーター 800~1,00OW



家庭の節電メニユ ^

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものをチェックして頂
き、以下を目安に合計が696P上となるようにご協力をお願いします。

節電メニュー

服明

[二刃口d)・不要な照明をできるだけ消しましょう。

テレピ

[ニヨロ② 画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。

蔵庫

=1 ③姦;凰チ謂張、e鳥忌¥需'器、爵三駿課で、[ニニΞ刃口しょう。 食品の傷みにご注意ください

温水洗浄便座

[ニコ・便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを
④ 閉めましょう。

待機力 ・りモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。

E二Ξ]a⑤ ・時間使わない機器はコンセントからプラグを抜きま
しょう。

Y外出の際にも③、④、⑤の節にご協力をお願いします。
カ(約1.00OW)に射する削牢の目安

... '696

合計'6%

'296

'196

'6%

^皿

.節電例

<照明>不要な照明をできるだけ消す。

又は、

<テレビ>省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げる。
必要な時以外は消す。・・ー・'3%

<冷蔵庫>冷蔵庫の設定を「弱」に変える。 ....冒...

<温水洗浄便座>便座保温・温水の設定温度を下げ、

※標準→省エネモードに設定し、
使用時間を2/3に減らした場合

※一般家塵のピーク時の消
※'源エネルギー庁推計

不使用時はふたを閉める。

口
口



家庭の節電メニユー

節電メニュ

暖房機器、電給'機器、ルーフヒーティング、ロードヒーティング

機器
(暖房機器共通)

扇エアコン、
ヒートポンマ

畷房

室内の定温度を20゜Cにしましょう。なお、寒さを感じた場合は少し
着をしましょう。

外出時、寝時、人がいない部屋の暖は無理のない範囲で控える
ようにしましょう。

ハロゲン、
ヒーター

エアコンのフィルターはこまめに掃除しましょう。

室外機の周りに物をかないようにしましょう。

電気力ーペ田ト

こまめに温度設定をしましょう。

人のいる部分だけをあたためるようにしましょう。

設定温度を低めにしましょう。

床に熱が逃げないよう、断.、マットを敷くと効果的です。

給湯機器
(電気温水器、

エコキユート

共通)

入浴しない間は浴にフ夕をしましょう。

洗面、食器洗いなどでお'を使用する時は、'温を少し低めにしま
しょう。

フルオートタイプで、浴内の冷めたお湯の温度を上げる時は、
「追いだき」で温めなおすよりも「温たし'」1こしましょう。

室外機の周りに物を置かないようにしましょう。

転モードを「おまかせ」(メーカーによっては「おまかせ節約」「おま
かせ省工才、」と表示)1こ設定して使用しましょう。

チェⅧ0

エコキユート

ルーフ
ヒーティング

ロード

ヒーティング

根にがないときは、こまめにスイッチを切りましょう。

在宅中は、自運転から手転に変更し、路面状況に応じてこま
めにスイッチを入り切りしましょう。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

口
口



家庭の節電メニユー

節電メニュー

一般電気製品

冷

電ポ¥ト

洗濯機

壁との間に適切な間隔を空けてしましょう。

お湯はコンロで沸かし、ポットの源は切りましょう。

容量の80%程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

'力設定を活用しましょう。

紙パック式はこまめにパックを交換しましょう。

掃除機の代わりにモップやほうきを使いましょう。

パソコン

掃除機

ヲイフ

スタイル
鍋物など、暖かい食事を家族一緒にとりましょう。(ウォームシエア)

家族がなるべくーつの部にまって、族団らんでTVを見たり、読
書やゲームなどを楽しみましょう。(ウォームシェア)

契約力の見直し(節料金メニュー、適切なアンペア定等)

北海道電力にご相談ください。

(ブレーカーの交換工事等が必要になる場合があります

電力会社のウェブサイトに録いただき消費力を「見える化」

家庭には、他にも消費力が大きい気製品があります。
できる限り使用時間を短縮する工夫をしていただくなど、ご協力をお願いします。

契約の見直しや
見える化

チェ州ワ

ジャー炊飯器

IHクッキング
ヒーター

浴室乾燥機

オイル
ヒーター

気ボット

食器洗い乾燥機

除

1、ロゲン

ヒーター

子レンジ

温水洗浄便座

アイロン

ホットプレート

気
ヒーター

ドライヤー

電
カーペツト

オーブン
トースター

洗濯・乾燥機
(乾燥)

フアン

ヒーター

等

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ



家庭の節電メニュー<取組みの例>

節電・省エネの実施は、電気代の節約にもつながります。

伊上冷蔵庫ヘの詰め込みすぎをやめる
・年間約600円の節約(32V型液晶テレビ1台あたり)テレビ画面の輝度を下げるーー・ー
・年間約430円の節約(54W白熱電球1灯あたり)照明の点灯時間を1日1時間短縮・

・年間約1β50円の節約(54W白熱電球を12W電球型照明を電球型蛍光灯に取り替える・
蛍光灯に取り替えた場合

※上記の数値は、いずれも年間を通じて取り組んだ場合の目安てす
※詳細は、「家庭の省エネ大事典 2012年版」 0『 1dlcvl

ノ
工

有効です。省エネ家電ヘの買い替えに際しては、統一省エネラベ
ルを参考にしてください。

(お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え
ることもありますのでご注意ください。)

〆、、

年間約960円の節約(冷蔵庫1台あたり)

い や、 LED

0節電時に注意していただきたいこと

0暖房の控え過ぎにご注意いただき、体調管理には十分気をつけてください
0暖房器具をご使用の際は、「ご使用上の注意」等をご確認いただき、安全にお使
いください

0ホータブル石油ストーブ等をご使用される場合には、特に以下の区とを注意しま
しょう

・定期的に窓を開けるなどして必ず換気をしてください。新鮮な空気が不足すると、

一酸化炭素が発生します。
・洗濯物や布団等はストーブの近くに置かないようにしましょう。

0融雪用電力Uレーフヒーティング、ロードヒーティング等)の節電にご協力いただく
場合は、落雪事故、水道及び路面凍結による事故にご注意ください。

0外気温度が低い時や建物の断熱性能が低い場合、室温の低下による結露の発
生にご注意ください。

ヘの も節電・省エネに

)をご覧ください。

統一省エネラベル

この

0それそれのご事情に応じ、生活に支障のない範囲でご協力をお願いします

エネ牲 は?

の

^、宅印
1^
..盧^写一

4 B40



家庭の節電<「でんき予報と緊急時のお願い>

「でんき予報」のご案内

でんき予報を参考にして頂き、オレンジ・赤となった場合には、
の節にご協力をおい致します。

.ほくでんホームページ

「でんき予報」

ずy

*日の〒報

拘1#卑"Ⅱ4 )

,吐晶.,^

制方kw
4..

.岨.

1.

'瑳晶篇妥,
重^催卑11洲,^ι、」岨巽 UUモ子f

電力値則状堤グ,コ
,卑・ n 11()

ザウ僻鵡"」

1.当瑩電き1鄭
F卸.上電,

..1

.乳.風゛

..劇鴫,.h.罰工1

゛磨竃""
.キ予""

緊急時のーの節のお願い

1貴二胃手亨嬰:1詩豐}葛:肴

謄門侵月重"
n o "

15万賀W以下

,仙

^

でんき予般(供給予備力)の凡例

70おkW茜

気温の急激な低下や、発電所のトラブル停止などにより、需給
ひっ迫が想定される場合には、停電回避のため、政府より、予
め「電力需給ひっ迫警報」を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

70万女W以下
25万kW胡

需給ひっ迫警報の発令
TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いた
メールの宛先(最終ヘージ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

25万kW以下
15万牝W超

当日朝~

15万kW以下

需給ひっ迫報の発令
TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いた
メールの宛先(最終ヘージ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ

需給のひっ迫による停電等を回避

緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。 1・ J'

※状況に応じて運用の変更があり得ます

づ

0

命



家庭の節電く節

節電・力需給に関する報等

皿節電・電力需給に関する情報をWebでご紹介しています

政府の節電ポータルサイト「節電席OJP」
htt ://WWW.setsuden.0

経済産業省ホームページ
htt ://VVVVW.meti.0 '/setsuden/index.html

・電力需給に関する情報等>

.需給ひっ迫お知らせサービス」への登録をお願いいたします。

万一、電力需給のひっ迫が予想される場合に、

携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕右のQRコードまたほhせ: mail.setsuden.0.'にアクセス

〔スマートフォン〕A叩 StoreまたはGO0宮leplay1こアクセスし、"節電アクション"で検索

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※A叩St0門は、米国およびその他の国々で登録されたA即lelno.の商標または登録商標です
※Google、 GOOEle playは、 GOOEle l"C.の商標まナ=ほ登録商標です。

.節・省エネに関する出張説明会等のご案内

地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催す
る節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する
「無料講師派遣」を実施しています。

また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無半
節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータノ
サイト htt: WWW.shindan・net.'をご確認下さい。

.節電・電力需給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)

北海道経済産業局 011-709-2311(内2712)電力事業課

職
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2m3年度冬季の節電ヘのご協力のお願い

事業者の皆様ヘの節電のご協力のあ願

2013年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や家庭

における節電の定着などを織り込んだ上で、北海道電力管内でも安
定供給に最低限必要とされる予備率3%以上を確保できる見通しで
す。他方、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給が
できない可能性が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努
力をして参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電
気を供給するため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおの
節電のご協力をお願い申し上げます。

節をおいしたい期r・時間・節電目標

02010度比'6%以上の数値目標を伴う節電につきましては
以下の期間・時間帯においてご協力をお願いします。

12月9日(月)~ 3月7日(金) 16:00~21:00

0上記の期間・時間帯を除く12月2日(月)~3月31日(月)の8:00
~21:00においても、数値目標を伴わない節電をお願いします。

1212 12/6

800-21:00
数穎自標なしの節電

1219

※土日・休日及び年末年始(12BO~ν3)を除きます。
※北海道電力管内にて節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれの需要家の2010

年度の使用最大電力(kvv)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。
※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている2010

年度比'4.1%を参考として下さい。

※気温の低下、降雪時などは、需要が増大する可能性があり、特に節電に取り組んでいた
だくことが重要です

800-16:00
数値目標なしの節電

317 3ハ0 3/31

8:00-21:00
数値目標恋しの師電



冬季の電力需要の特徴

.冬季の電力需要の特徴について
冬の北海道における電気の総需要は、終日にわたりほぼ一定の高さで推移

することが特徴となっています。このため、冬季の節電においては使用時間
帯等の変更ではなく、

冬季平日の力の使われ方(イメージ)

の

2013門2畑~2伽4Bπの平日(12130、

12131、ν2及びV3を除く)のこの時間帯は
'6%以上の節にご協力をお願いします

11こ

総需要

ご を中1小にお願いいたします。

家庭用

16

※各用途別口ードカーづはモデルであり、合計は総需要と一致しません

ノトロ

0 暖房機器の節電に際しては、体調管理に十分気をつけていただき
無理のない範囲でのご協力をお願いいたします。

0 0ードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器の節電

際しては、路面凍結や落雪による事故にご注意下さい。

0 凍結防止用等のヒーターにおける節電に際しては、設備故障などの
トラブルに繋がらないよう、十分にご検討願います。

大口

節電をお願いした、時間帯



2013年度冬季の節電ヘのご協力のお願い(数値目標付きの節電

.使用大電力(kw)の抑制について
2013年12月9日~2014年3月7日の平日(12/30、 12/31、 V2及ぴν3を除く)の16

時~21時については、ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要寡の2010年
度冬季の使用最大電力(kw)の値を目安とした基準から'6%以上の節電をお願
いします。

2010年度冬季(2010/12/1~2011B/31)の16:00-2上00の時間帯においては、使用最大電力が
1ρookWであった事業所Aの場合、 2010年度比'6%以上の節電により、使用最大電力(kw)
が 940kWを超えないよう節電ヘのご協力をお願いします。

また、この時間帯以外についても可能な限のの節電にご協力をお願いします。

便用最大電力
(kw)

事業所Aの2011年1月11日(火)
の口ートカープ(kw)

1,oookw

基準電力

この時問帯についても可
能殻範囲での節電にご協
力をお願いします

2010年度冬の使用最大電力(kw)の実領値
(例) 2011年1月11日(火) 1,oookw

この皓間帯についても、
在定着している節電の取組
{、無理の蔵い形で確実に

行われるよう、節電にご協
力をお願いします。

今冬の節電目標(使用最大電力KWの値)
(例)今冬の目標:940kWを超えないようにする

節電により、病院や鉄道等のライフライン等の機能の維持に支障が出る場合
には、機能維持ヘの支障が生じない範囲で自主的に目標を設定して節電をお願
いします。

.生産活動ヘの配について

電源脱落がない平時においては、予備率3%以上を確保できる見通しであるこ

とを踏まえ、生産活動等(農業、観光等を含む。)について、実質的ほ影響が生
じない範囲で自主的ほ目標を設定して節電をお願いします。但し、需給ひっ迫時
(予備率が3%を下回る見通しとなった時)においては、数値目標(2010年度比
'6%以上)通りの節電をお願いします。

の節

節電おいしたいθ間帯

の時間帯についても可
な艶囲での節電にご協
をお願いします

興
.



オフィスビル

.オフィスピルの電力消費の特徴

.平均的なオフィスビルにおいては、日中(9時~18時)に高い電力消費が続きます。

図1:オフィスビル(事例)における電力需要力ープのイメーシ

kvv

量冬

非電気式空調の場合、電力消費のうち、,系明が約42%, OA機器(パソコン、コピー機
等)が約29%を占めます
これらを合わせると電力消費の約71%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となのます。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

3 6

出典.資源工才、ルギー庁推計

9 12 15 18 2欝
出典.資源エネルギー庁推計

その他
1396

エレベータ
8%

空調
8%

OA機器
29%

図2:一般的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率

θ系明
OA機器で
約71%



オフィスビル

照明

0A

機器

願いし弐す

執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する。

長時間席を離れるときはOA機器の電源を仞るか、スタンバイモードにする。

昼休みなどは完全消灯を心掛ける。

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。照明
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力削減

・ハロゲンヒーター等の暖房機器を個人で使用し恋い。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふだを閉める。

・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は榎雪状況に応じて手動による
制御を行う等によの、可能な限り不要な運転を抑制する。

テナントは個別の空調のスイッチを堺り、ビルオーナーはビル全体が適仞恋
温度になるように調整を行うなど、適靭な温度管理を行う。(次項参照)

・使用してい恋いエリアは空調を停止する。

室内のC0ユ濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時閻の停止、または間欠運転
によって外気取入れ量を調整する(外気入による負荷を減らすため)。

夕方以降はプラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさないようにする。

熱源機(ガス・油熱源は除く)の温水出口温度を低めに設定し、熱源機ヒートポンプ
等の動力を削減する。

調
空調機の一斉の起動を避ける。(運転時間前倒し、フロアごとの時問調整等)

・フィルターを定期的に清帰する。(2週間に一度程度が目安)

電気室、サーバー室恋どで冷房を使っている合には、可能な限り冷房を使わずに外気を取り入れる
または、空調設定温度が低すぎないかを確認し、見直す。

・腸房と冷房の同時使用による室内混合を避ける。(次項参照)

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

・デマンド監視装を'入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

その他・コージェネレーション設備を所有している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約(料金インセンティブ)に蟇づくピーク調整、自寡用発電機の活用等

従業員やテナントへの節電の啓発も大事です

.ビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門・テナントへ理解と
協力を求める(次項参,系)

節電 ・節電担当者を決め、任者(ビルオーナー倍'門長)と闘係全部門・テナントが出席した
啓発 フォローアップ会議や節電パトロールを実施する。

・従業員やテナントに対して、寡庭での節電の必要性・方法について悟報提供を行う。

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
.非電気式空調における節電効果は優かですが、適句な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がり弐す。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各んの建物の利用状況により削減値は異なのます。
・方策により効果が重根するものがあるため、単純に合計はできません。
.節電を識しすぎるあ弐り、保健衛生上、安全上及ぴ管理上不適靭なものと忌らないようご注意下さ、

コンセント
動力

※ご注意

建物全体に

対する節効果

16%

5%

5%

実行

チエック



ビルオーナー・テナントの皆様

.ーントの皆ヘのおい

<,系明>

ビルオーナーとご相談頂き、ノ

度虫低:E等の節電をお願い致します。
<空調>

「19C設定」にすると、
が 下

匪ビルオーナーのへのおい
<照明>

0労働安全衛生法上の照度基準の下限値(300ルクス)を基本にビル全体で調整してい
ただくようお願い致します。(例:750ルクス→400ルクス)

②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナントの皆様
へのお声掛けをお願い致します。

<空調>

①可能な限の電気以外(ガス・石油等)を使用いただくとともに、特に窓際に設置され
ている空調機器(へりメーター系)を使用される場合には、冷暖房同時運転による室
内混合損失を回避するため(下図参照)、建物全体が適仞な温度(19゜C)になるよ
うへりメーター系温度設定を室内中脚部(インテリア系)の空調温度設定より低くす
る、午後に温度が上昇したらへりメーター系のスイッチを靭る等の対策をお願い致し
ます。注)空調方式によって対策が異なのますので設備管理者とご相談下さい。

②テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
をお願い致します。(可能な場合は、ビルオーナー様で空調の集中管理をお願い致し
ます。)

<換気>
CO.濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内CO.濃度基準
(5,000叩m以下)をべースとし、過度な換気による暖房効率の低下と恋らないようお願
い致します。

1の0勺き。のス
ビルオーナーが管理するピル全体の暖房と相まって、自動的に冷房が起動する可能性

θ

のお願い

フにして下さい(ビルオーナー側で空調を集中管理する場合)。

、

ブーθ こブー 一θθ θ召

図室内混合損失のケース(例)

へりメータ系統
空調懐驫

テリア系統
空加器 畢冷風

午後になの気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。

、
1

丹
、
一

盟
風



卸・小売店(百

.卸・小売店の力消

.平均的な卸・小売店においては、昼閻(8時~21時)に高い電力消費が続きます。

図1:卸・小売店(事例)における電力需要力ーブのイメーシ

kW

店、ドラッグストア

の特徴

'閑社冬羣

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約48%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、シヨーケー
ス等)力焦勺16%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約64%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となのます。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

など)

0 3 6

出典:資源エネルギー庁推計

9 15 18 21 時

出典.資源工才、ルギー庁推計

その他21%

OA機器7%

ショーケース

れ%

空調
8%

冷蔵庫5%

図2:一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率

照明
冷凍冷蔵で

約64%



卸・小売店

照明

冷凍

冷蔵

店舗の照明を半分程度間引きする。

使用してい恋いエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を行う。

照明

圃

願いレます

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。)

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

冷凍.冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品をか恋いようにすると共に、
定期的に清掃する。

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れ悲いようビニールカーテンなど

・デモンストレーション用の家電製品などはできる限り電源をオフにする。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切恋温度設定等を行う。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は積雪状況に応じて手勧による
制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する.

・店舗の室内温度を19゜Cとする。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時問の停止、または間欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気'入による負荷を減らすため)。

・使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

腸気を逃がさ恋いよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

・搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

.デマンド監視装置を入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

.需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自寡用発電機の活用等。

建物全体に
対する節効果

19%

4%

実行

チエック

その他

2%

、

節電
啓発

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、任者(店長、部門長など)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
.非電気式空調における節電効果は僅かですが、適場な稼動抑制は便用燃料等の省エネに繋がのます。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況によの削滅値は異なります。
・方策により効果が鐙複するものがあるため、単純に合計はできぎせん.
・節電を識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さし



食品スーパー

.食品スーパーの電力消

・平均的恋食品スーハーにおいては、営業時間帯(10時~21時)に高い電力消費が続き
ます。

図1:食品スーパー(事伊D における電力需要力ープのイメージ

kvv

の特徴

冬

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約30%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、シヨーケー
ス等)が約45%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約75%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを禾」用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

空調5%

出典:資源工才、ルギー庁推計

12 15 18 21 時

出典 源エネルギー庁推計

その他
20%

ショ^ケ^

ス 36%

図2:一般的な食品スーハーにおける用途別電力消費比率

、
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食品スーパー

照明

願いします

店舗の照明を半分程度問引きする。

使用してい恋いエリア(事務室、休憩室等)や不要恋場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を行う。

冷凍
^

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力肖1減。)

冷凍.冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品を置か恋いようにすると共に、
定期的に清掃する。

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する。

調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雷用機器は橿雪状況に癒じて手動による
制御を行う等により、可能恐限り不要な運転を抑制する。

店舗の室内温度を19゜Cとする。

・使用してい恋いエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または問欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気入による負荷を減らすため)。

媛気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する

・フィルターを定期的に清棉する(2週閻に一度程度が目安)。

・室外機周辺の障害物を取の除く。

.搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

.デマンド監視装置を専入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自寡用発電機の活用等。

冷凍

冷蔵

コンセント

動力

建物全体に
対する節効果

12%

3%

6%

調

実行

チエック

その他

節電

啓発

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

.節電担当者を決め、任者(店長倍g門長)と関係全部門が出席したフォローアップ会轟や
節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 .記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です
・非電気式空胴における節電効果は優かですが、適切恋橡動抑制は便用燃料等の省エネに繋がります
・一定の条件の元での試算結果ですので、各えの建物の利用状況により削戴値は異なのます.
.方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません.
・節電を識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及ぴ管理上不適切なものとならないようご注意下さし



医療機関(病院、診療所

.医療機関(病院・診療所等)の

・平均的な医療機関(病院・診療所等)においては、日中(9時~18時)に高い電力消費
が続きます。

図1:医療機関(事例)における電力需要力ープのイメージ

kvv

など)

力消の特徴

冬

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約58%を占めます
したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能ほ範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

出典:資源エネルギー庁推計

15 18 21 時

出典.資源工才、ルギー庁推計

空調2%

モの他29%

エレベータ

6%

OA機器5%

照明で
約58%

図2:一般的恋医療機関における用途別電力消費比率
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医療機関

,系明での基本アクションをお願いし

・事務室の照明を半分程度間引きする。

照明

メンテナンスや白勾の節電努力もお願いします

.使用していないエリア(外来部門、診療部門の診療時問外)は消灯を徹底する

照明

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減

・病棟では可能恋限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

コンセント
動力

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的な清掃点検を実施する。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適靭恋温度設定等を行う。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機噐は積雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能恋限り不要葱運転を抑制する。

・病棟、外来、診療部門(検査、手術室等)、厨肩、管理部門毎に適切な温度設定
を行う。

・使用していないエリア(外来、診療部門等の診療時問外)は空調を停止する。

・夕方以降はプラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさ恋いようにする。

空調

建物全体に

対する節効果

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

・搬入口の扉やパックヤードの扉を必ず閉め冷気流入を防止する

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・デマンド監視装置を入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自寡用発電機の活用等。

その他

5%

4%

実行

チエック

医療機関関係者ヘの節電の啓発も大事です

・節電目標と具体策について、臓員全体に周知徹底し実施する。

節電 ・節電担当者を任命し、任者(病院長・事務局長恋ど)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを定期的に実施する。啓発

・医療機関関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です.
・非電気式空調における節電効果は僅かですが、適物な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がりぎす。
.一定の条件の元での試算結果ですので、各Rの建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
.節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不遁物廷ものとなら赴いようご注意下さい。



ホテル・旅館

.ホテル・旅館の電力消費の特徴

.ホテル.旅館においては、 23時以降の深夜~朝9時頃以外は、高い電力消費が続きます

図1:シティホテル(事例)における電力需要力ープのイメージ

kvv

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約41%を占めます
したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大き恋効果となります
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを禾」用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

3 6 9 12 15 18 21 時

出典.資源エネルギー庁推計

空調5%

その他
33%

エレペータ

戸

図2:一般的恋ホテル・旅館における用途別電力消費比率

出典 源エネルギー庁推計

.
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ホテル・旅館

照明

願いします

・客室以外のエリアの照明を半分程度間引きする。

照明

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLEDθ系明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力肖」減。)

.宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等)は消灯する

・宿泊客ヘの協力要請を通じて、客室の照明を抑制する(使用していない照明の消灯等

コンセント
動力

・客室冷蔵庫のスイッチは「切」で待機する。

・給湯循環ポンプにおいて、10時~17θ訊空室時)の流を削減または停止を行う(中央給湯方式)

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適物な温度設定等を行う

・ロートヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は糧雪状況に応じて手動による
制御を行う等により、可能な限の不要な運転を抑制する.

使用していないエリア(会議室、宴会場等)は空調を停止する。

ロビー、廊下、事務室等の室内温度を19゜Cとする。

客室外気給気/浴室排気システムの場合は、10時~17時の送風を50%風に設定、
または停止する。

厨房排気を確認し適正な風に調節する(過大な場合は外気を誘引してしまうため)

車の動きが少ない時間帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

暖気を逃がさ恋いよう窓には断熟フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

宿泊客ヘの協力要請を通じて、客室の空調を抑制する(温度設定を下げる等)。

デマンド監視装置を入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

調

建物全体に
対する節電効果

17%

実行

チエツク

図

需給調整契約(料金インセンティブ)に基づく自家用発電機の活用等。

節電

啓発

・施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、任者(支配人・部門長など)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを定期的に実施する。

・館内での貼り紙慈どを通じて宿泊客ヘ節電を呼ぴかける。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

゛

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です.
・非電気式空調における節電効果は価かですが、適切な稼動抑制は使用燃料箸の省エネに繋がりまず。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が里複するものがあるため、単純に合計はできまゼん。
・節電を識しすきるあまり、保健衛生上、安全上及び管哩上不適御なものと恋らないようご注下さし

三='



飲食店(ファミリーレストラン、居酒屋、ファーストフード店など)

.飲食店の力消事例

24時間型・昼型・夜型など営業種別により営業時間帯が異なり、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異恋ります。

図1:飲食店における電力需要力ーブの事例

例)ファミリーレストランなど
24時問型

kW

0

朝~夜型

kW

3 6 9 12 15 18 21時

但D ファーストフート店、カフ工など

0

夜~深夜型仮D居酒屋悲ど
kW

3

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約28%、厨房機器等絲合}昜冷蔵庫・
ショーケース等)が約54%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果となのます。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制によの、節電効果が期待できます。

空調2%

6 9 12 15 18 21

0

夜型

kW

3

時

6 9 12 15 18 21

例レストランなど

0 3 6

時

9 12 15 18 21時

出典.資源エネルギー庁推計

モの他 16%

図2

出典:源エネルギー庁推計

飲食店における用途別電力消費比率の事例

厨房機器
54%

照明
厨房機器等
で約82%



飲食店

將飲食店ぽ宮美形庖亭こZC雪力使屑の形誇力伏きぐ豊夜るだめ

,系明およひ空洞ての基本アクションをお願いし

使用していないエリア(事務室等)や不要な場所(看板、外部照明等)
照明 の消灯を徹底し、客席の照明を半分程度間引きする

冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、庫内の整理を行うとともに、温度
3%厨房

調節等を実施する。

メンテナンスや白Rの節電努力もお願いします

・従来型蛍光灯を、効率蛍光灯やLED照明に交換する。
照明 (従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。

・使用していない機器信周理機器など)のプラグを抜く。

・調理機器の設定温度の見直しを行う。厨房

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、冷気流出防止ビニールカーテ
設置する。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。コンセント
動力

ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は雪状況に応じて
手動による制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する

・店舗の室内温度を19゜Cとする

・節電担当者を決め、任者(店長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する

※ご注意

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う

各詔倫ごとの紡疲事互jご鐵0て訂まず。

実行設備毎の
チエック節

空調

・使用してい恋いエリアは空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する(2週閻に一度程度が目安)。

40%

.暖気を逃がさ恋いよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は手の力ーテン等を活用する

その他・デマンド監視装置を導入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

.非電気式空調における節電効果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃判等の省エネに繋がの弐す。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各Rの建物の利用状況にょの削減値は豊赴ります。
・節電を意識しすぎるあ弐り、保健衛生上、安全上及び管哩上不適切互ものとならないようご注意下さい。

・ハロゲンヒーターなど、電熱線系の暖房機器の利用を避ける。

従業員ヘの節電の啓発も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

節電

啓発



学校(小中高)

.学校(小中高)の

・平均的な学校においては、日中(9時~17時)に高い電力消費が続きます。

力消費の特徴

図1

kvv

公立小学校(事例)における電力需要力ープのイメージ

閑

非電気式空調の場合、電力消費のうち、照明が約74%を占めぎす。
したがって、θ系明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の場合は、空調ヘの節電対策も大きな効果と恋ります
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範

囲での使用抑制によの、節電効果が期待できます。

空調

5%

出典:資源エネルギー庁推計

18 21
時

OA桜器
4%

出典.資源エネルギー庁推計

その他
17%

体音館

^
^
^

図2:一般的な学校における用途別電力消費比率

教室・職員室・廊下

照明

74%

照明で

約74%

冬.
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学校(小中高)

θ系明での基本アクションをお願いし

・教室、職員室、廊下の照明を間引きする。

照明

メンテナンスや日凡の節電努力もお願いし

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。
照明

体育館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライドランプに交換する。
(水銀ランプをセラミックメタルハライドランプに交換した堤含、約50%消電力削減。)

・待機電力を削減する。
、、コ"、、一冬

献立や調理の工夫により食器等を減らして食器洗浄機を使用する恋ど、
ピーク電力を抑制する工夫をする。

・暖房エリアについて適仞な温度設定を行う。

・点灯方法や使用場所を工夫しながら体育館の照明を1/4程度問弓1きする。

実行

チエック

コンセント

動力

調

使用していない工りア(教室、音楽室等)は空調を停止する。

暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は

特別教室(音楽室、コンピユータ室等)は連続利用する。

その他

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

・手洗い等、水の流し放し、水の出しすぎに注意する。

・節水こま、泡沫水洗を使用する

建物全体に
対する節_効果

15%
〔約4割減の坦合)

2%

学校関係者ヘの節電の啓発も大事です

・児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的恋活動を推進する。

節電 ・節電担当者を決め、任者(校長先生等)と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト
啓発 ロールを実施する

・学校関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意

手の力ーテン等を活用する。

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です.
・非電気式空調における節電効果は便かですが、遅物な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がります。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各勾の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により効果が埜複するものがあるため、単純に合計はでき韮せん。
・節電を意識しすきるあぎり、指専上、保健衛生上、安全上及び管理上不適靭悲ものとならないようご注意下さし



製業

.製造業 電肖 特徴

・電力消費のうち、生産設備が占める割合が高いため、生産工程の節電対策は特に効果的
です。

・業種(生産品目)や必要な生産環境(空調)に応じて電力消費形態が異なります。

一般投備

(空調・照明)

17%

出典:資源エネルギー庁推計

時

生産設備

83%
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製造業

好弐苦美侮痛8グこ辻仁誓力便房の形袋力比きぐ兵夜るだめ、各於傭ごとの紡智事互今a鐵bてU弐ず

不要又は'状態にある電気設備の源オフ及びモーター等の口転機の空転防
止を徹底する。
電気炉、電気加熱置の断熱を強化する。
節電効果:保温施工の実施例

・使用側の圧力を見直すことによりコンプレッサの供給圧力を低減する。
にお1 0IMpa θ

・コンプレッサの吸気温度を低減する[設場所の室温と外気温を見合いする]。
にお1

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御を行う。
節効果:コンプレッサ5台シスームでピーク員伺60~8m6の合)

・インパータ機能を持つポンプ・ファンの運転方法を見直す。
が8

、
.

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機・ヒートポンプ等の動力を削減
1の1:をしがら7'ーでへしだ節電

節電
啓発

需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

・節電担当者を決め、任者(;土長・工場長)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電バトロールを実施する。

.従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

照明

θ月・空

使用してい恋いエリアは消灯を徹底する

白熱灯を電球形蛍光ランプやLED,累明に交換する。
(節電効果:白熱灯60W一①電球形蛍光ランプ、②LED照明、に交換した協合)

工場内の温度を19゜Cとする。
(節電効果:室内温度設定を3で下げた堤含)

外気取入冕を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する。
(節電効果:換気ファンの間欠運転または停止により3m6好入量を低減しだ堤合)

空調

15%

8%

※」注意 .記載している節電効果は、機械・設備毎の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
そのため、設備内容や利用状況等によって効果は異なる陽合があのます。

・空調については電気式空調を想定しています。
.節電を意諏しすぎるあまの、保健衛生上、安全上及び管理上不適句なものとならないようご注意下さも

機械・設備毎の
節電効果

コンセント

動力

①76%
②85%

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

.電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

.ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融雪用機器は雪状況に応じて
手動による帛御を行う等により、可能な限の不要な運転を抑制する。

.デマンド監視装を'入し、警報発生時には予め決めておいた節電対策を実施する。

設備・機器のメンテナンスを適物かつ定期的に実施することでロスを低減する。

実行
チエツク

37%

21%

%
%
%

8
 
2
 
9



記'倒
オフィスビルの場合》

照明

0A

機器

願いします

執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する

長時閻席を離れる'

照明

・昼休みなどは完全消灯を山掛ける。

・ 4分の1の,系明を従来型蛍光灯からH f蛍光灯に交換する。
^1ノ

ウi冒、

(従来型蛍光灯からH f蛍光灯又は直管形LED照明に'、した場合、約40%消費電力肖」減。)

・ハロゲンヒーター等の暖房機器を個人で使チ

閉める。'温水洗浄便自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を

.電気式彩旧ノレンジしていただいて^0構です0 抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適仞な温度設定等を行う。

・ロードヒーティングやルーフヒーティング等の融用機器は雪状況に廊じて手動による
制御を行う等によの、可能な限り不要な運転を抑制する。

テナントは空調のスイッチを蜘り、ビルオーナーはビル全体が適切恋
温度に恋るように調整を行うなど、適切恋温度管理を行う。(次項参,系)

・使用してい恋いエリアは空調を停止する。

室内のC02、度の基凖範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転
によって外気取入れを調整する(外気入にょる負荷を減らすため)。

夕方以降はブラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさないようにする。

.熱源機(ガス熱源は除く)の温水出口温度を低めに設定し、黙源機ヒートポンプ
等の動力を削減する。

・空調機の一斉の起動を避ける。(運転時f

・フィルターを定期的に清掃する。(1

本計画に盛り込む節電メニューを選ぴぎしょう()。
※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう
※実施でき恋いメニューを盛り込む必要はありません

自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を
アレンジしていただいて結構です。

実行

チエック

建物全体に
対する節電効果

16%

1000

5%

参考



'6%以上を目指した節電の取組仮

オフィスピルの場合

・執務エリアの照明を半分程度間引き

.離席時等におけるOA機器のスタンバイモードへの
切り替えを徹底

ドラッグストア(卸・小売店)の場合

店舗の照明を4分の1程度間引き

使用していないエリアの消灯を徹底

食品スーの場合

・店舗の照明を1/4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定
冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

' 1696

シティホテル(ホテル・旅館の場合

客室以外の照明を半分程度間引き

' 596

合計

' 1096

' 496

'2196

学校(小中高)の場合

教室職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする

(='1996 × 1/'2)

合言十'1496

' 696

合計 '1296

'1796

'1196

(='1596 × 3,/4)



冬の節電<「でんき予報」と緊急時のお願い>

.でんき予報のご案内
でんき予報を参考にして頂き、オレンジ・赤となった場合には、

の節にご協力をお願い致します。
.ほくでんホームヘージ

「でんき予報」

0

本日の〒報
扣口身 "ロ"",胴

ドウ".融,血曾,1,、岬
巨偏,.,0

ι靴'型^府.).M
M万、W

予卸.A亀ナコ會尋゛,1{嵩1..

嘱弦.卑 ..塵,
^," .骨弛... 劃1、

..,耳阜.".軍冨..

'獣:静窃^鳥左盤
^..^壷^.,,.

^ It^竃しf此髪上゛."゛らぞ,

^

.

.緊急時の一層の節電のあ願

電力頓用状既グラコ
暫""( 1

1 1 葛

.づ

電゛.

...畢『電『^τ与モ".'、'."宥"

^邑a邑角1,,^゛

"」軸鳥昇ι,.眞,竃門
.^.、電,^.1写,.リ0',゛

15万牝WU下

^

でんき予報(供給予備力)の凡例

.写が.Ⅱ^.^

,=耳.謝一゛、.^1

気温の急激な低下や、発電所のトラブル停止恋どによの
需給ひっ迫が想定される場合には、停電回避のため、
政府より、予め「電力需給ひっ迫警報」を発令し、

緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

10万kW超

前日夕方~

唇翻智

需給ひっ迫報の発令
・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いたメー
の宛先(最終ページ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

25万kW以下
15万恥W腔

当日朝~

','脚肝

・需給ひっ迫報の発令
・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いたメール
の宛先(最終ページ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

需給のひっ迫による停電等を回避

緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。
(一定の予備率が確保された場合には配信しない)

※状況に応じて運用の変更があり得ます

"
'
会

,ン



冬の節電<節電・電力需給に関する情報等>

節電電力需給に関する報

.節電・電力給に関する情報をWebでご紹介しています

政府の節電ボータルサイト「節電席O」PJ

hせ://VYVVW.setsuden.0

経済産業省ホームページ

htt ゾ/VVVVVV.meti.0.'/setsuden/1ndex.html

.需給ひっ迫お知らせサービス」への登録をおいいたします。
万一、電力需給のひっ迫が予想される場合に、

携帯電話・スマートフォンにお知らせします。登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕右のQRコードまナニほhtt m創.託t釦d印.0,にアクセス

〔スマートフォン〕A叩 St0門まナニはGOOEle play1こアクセスし、"節電アクション"で検索

※QRコードは、株式会社〒ンソーウェーブの壹録商標です。
※A叩 Storeほ、米国およびその他の国々で登録されたA叩lel"C.の商標または登録商標です
※GOOEle、 GOOEI. PI.yは、 GO0Ξ10lno.の商標または登録商標です。

.節・省エネに関する出張説明会等のご案内
地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催す

る節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する
「無料講師派遣」を実施しています。

また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無半.
節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するボータル
サイト hせガ.shlndan・net.'1をご確認下さい。

.節電・電力需給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)

北海道経済産業局 011-709-2311(内2712)電力事業保

職
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家庭の節電

2013年度冬季の節電ヘのご協力のお願
2013年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や家庭における節電の定着などを織り込

んだ上で、いずれの電力管内でも安定供給に最低限必要とされる予備率3%以上を確保できる見通しで
す。他方、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給ができない可能性が懸念されます。
政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力をして参ります。安定的に電気を

供給するため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電のご協力をお願い申し上げます。

家庭では、いつ、どれだけをすれぱ良い?

02013年度冬季の節電要請期間等

12月2日(月)から3月31日(月)までの平日(12130,12131,ν2及びν3を除く)
9:00-2100(九州は8:00-2T0の

数値目標なしの節電

※節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願いします。
※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込まれている定着節電値を参考と

してください

.無理のない範囲でご協力をお願い致します。

被災された地域の方々、障害のある方々や高齢者の方々、寒冷地にお住まいの方々など、それぞれのご事
情のもと、無理のない範囲でご協力(使用していない部屋の電気は二まめに消す等)をお願いします。

(参考)2013年度冬季の定着節電見込み(2010年度比)

^^^^^^^^

'1.9%

家庭の

'フ.5%

気の使い方の特徴は?

冬季平日のの使われ方(イメージ)
kvv

'23% '3.8%

^

'3.0%

家庭

大口需要家

(製造業の大企業等y

小口需要家
(中小企業等)

'1.4% '42%

9:00
{九州は8:0の

宝九州地方は日の出の時間が遅いため

朝の霞明等によ"需要が高くなる傾向

9:00 12:00

'4.1%

フ:00

節電をお願いしたい時間帯

14:00 21:0018:00 時

【サンプル〒一夕等を元に資源エネルギー庁にて推計】

21:00
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家庭の節電

家庭では、冬の夕方どんな

<通常、エアコンを使用される家庭>

洗濯・

家庭における冬の夕方(19時頃)の消費電力(伊D

待機電力
5%

製品を使っている?

ノξソコン

2%

電気こたつ
1%

噐洗い

乾燥機
2%

電気ポット
2%

その他
18%

<通常、カス・石油ストーブ等を使用される家庭>

,水洗浄

便座
2%

電気力ー

ペット
4%

Y 広い部屋を温める場合は、ヒーターよりエアコンの方が効率的です。

待機電力
7%

テレビ
6%

洗濯・
乾燥機
2%

ジャー

炊飯器
2%

ノ弌ソコン

2%

その他
26%

電気力ーペット

ファンヒーター

オイルヒーター

ハロゲンヒーター

電気ヒーター

※上記は定格消費電力の一例であり

エアコン

電気こたっ食器洗い旧水洗浄
乾燥機電気ボット便座

3%3%3%

(i)家庭には消費電力が大きい電製品がたくさんあります。

冷蔵庫
16

二れらの電気製品は、平日の節電をお願いする時間帯、特1 夕方以降は気をつけて使いましょう。
(伊D電気力ーペット、電気ストーブ、ジャー炊器、電気ポント、電子レンゾ、ホyトプレート、

オーブントースター、1門クッキングヒタ食器洗い乾燥機、品水洗浄便座、トフィヤー、
洗濯乾燥機(乾燥)、浴室乾燥機、掃除機、アイロノ等

450W(6畳用)
750~1,10OW (10~15畳用)

760~1,00OW (3畳用)

電気力ー

ペット
6%

【資源エネルギー庁推計】

800~1,00OW

実際の消費電力は、製品の種類、使用方法等1一より異なります

1,150W

360~1,50OW

120OW

燥
%

乾

＼一
器

ヤ
飯
 
2

ソ
炊



家庭の節電メニユー

<通常、エアコンを使用される家庭の場合>

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものを
チェックして頂き、以下を目安にご協力をお願い致します。

エアコン ①・ね着などをして、室温20゜Cを心がけましょう。

^・窓には厚手の力ーテンを掛けましょう

節電メニュー

照明

(3)・不要な照明をできるだけ消しましょう

1 ④:思夏段翻疫壽張lt笂為。一^

蔵

1 ⑤:、里傭1野ず両1里'1亭二;鳥、tt条、、、・食品をつめこまないようにしましょう。

"、⑥麗雛g才',熊甃苓鶚嶺論
存しましょう。

⑦籍驫陽桧噐ゞ好雌師゜
待鼠電力

⑧・りモコンではなく、本体の主源を切りましょう。
・使わない機器はプラグを抜いておきましょう。

テレビ

[ΣΞ刃口

匹回口
温水洗浄便座
(瞬間式)

節電効果
(削減率)

纂温常、エアコンを使用される家庭の夕方ビーク時の消兵力(約1'^)に対する剛減牟の目安

崇資烹エネノ'キー庁権計

[二Ξ刃

[二Ξ刃

区Ξ刃

[二Ξ

[ニコロ

匡)外出時も⑤(冷蔵庫)、⑦(温水洗浄便座)、⑧(待機電力)のご協力をお願い致します。

チェ・,ク

※設定温度を2゜C下げた場合

3

※準→省エネモードに設定L、

使用時間を2/3に減らした合

[二Ξ刃口

ロ
'
0
ロ
ロ
ロ



家庭の節電メニュー

<通常、カス石由ストーブ等を使用される家庭の場合>

「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で無理なく実施できるものを
チェックして頂き、以下を目安にご協力をお願い致します。

腰明

節電メニュー

①・不要な照明をできるだけ消しましょう。

テレビ

②

蔵

[二Ξ刃口,1 ・食品をつめこまないようにしましょう。

[二Ξ刃口

[ニコロ

区二亙]ロ

Y外出時も3(冷蔵庫)、⑤(温水洗浄便座)、⑥(待機電力)のご協力をお願い致します。

画面の輝度を下げましょう。
必要な時以外は消しましょう。

'%ロ

.%ロ

・冷の設定を「弱」1こ変えましょう。
(3)・を開ける時間をできるだけ減らし余しょう

ジや一炊飯器・早朝にタイマー機能で1日分をまとめて炊きましょう。

^④'馨E曾ι1ξ使用せずに、よく冷まして力、ら冷庫に保

⑤深豁靴鳶二轟器汀'伽蒔゜

待 力

⑥:謡競瑞轟秀契蒜,黎膿,

※→省エネモードに設定し、
使用時問を2/3に減らした合

温水洗浄便座
(瞬間式)

節電効果
(削減率)

崇通、ガス.石油ストーブ苓を使用される靈庭の夕方ピーク時の:費電力(約1^W)「こ対する削轤寧の目安
繁貴烹エネルギー庁推計 4

チエック



家庭の節電メニユ ^

ヲイフ
スタイル

夕方に電製品の使用がならないよう事の段取りを組みましょう。
家庭の電力需要が増える夕方以降に、一斉に負荷の高い電気製品を使用することがないよう、
一日の家事の段取りをお願い致します。

温湿度をつけて、室温の理(20ヤ)を行いましょう。

の暖房機器(ス・石油以外)を使う合には、エアコンとス

(例)・家族4人そろった広い部屋でみんなが暖まる場合には、電気ストーブよりエアコンが効率的
・広い部屋て1人足元を暖める場合にはエアコンより電気ストーブが効率的。

暖機器
電力ーペツトほ人のいる部分だけを!品めるように、ましょう。
設定温度を「中」または「弱」にするよう心がけましょう。

エアコンのフィルターを定期的(2週間に1回程度)1こ掃除しましょう。

風機やサーキュレーターで部の上部の暖を循環させましょう。

こたつは、上掛けなどを活用し、暖を逃がさないようにしましょう。

お湯はコンロで沸かし、ポットの源は切りましょう。

容量の80%程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

'力設定を活用しましょう。

夕方のピーク時はモップやホウキを使ってみましょう。

電ポ亨ト

洗濯機

パソコン

掃除機

^

ガス・石油ストーブ等を使用される場合には、特に以下のことを

ガスや石油を使うときは、窓を開けるなどして

自動的に排する器は、ファンの作音を確

必ず換気

ψ、

物が燃えるには、新觧な空が必要です。

空気が不足すると、一酸化炭累が発生します。

や布などはストーブの

近く1』力なし
洗よさみ等で留めたつもりでも、

落下の危険性がありま。
返りをうった時に接触して火災1こなった例も。

しましょう。

「'1
'卓、ーー,

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
.
ロ
ロ



家庭の節電メニュー<取組の例>

0通常、エアコンを使用される家庭の取組例<関西>

<照明>不要な照明をできるだけ消す

通常、ガス・石油ストーブ等を使用される家庭の取組例<関西>

<ジャー炊飯器>早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊き、さましてから冷蔵庫で保存

<待機電力>りモコンではなく、本体の主電源を切る。使わない器はプラグを抜く

0通常、エアコンを使用される家庭の取組例<九州>

<照明>不要な照明をできるだけ消す

<ジャー炊飯器>早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊き、さましてから冷蔵庫で保存

合計

(参考:関西電力管内における今冬の定着節電見込み

,・・'2%
・・・'2%

合計'40 !
(参考:関西電力管内における今冬の定着節電見込み'3.8%)

0通常、ガス・石油ストーブ等を使用される家庭の取組例<九州>

・・,'3%<テレビ>画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す
・・・'2%<冷蔵庫>設定を「弱」に、扉の開閉時間を減らし、食品を詰め込みすぎないよう1こ

合計'5%!
(参考:九州電力管内における今冬の定着節電見込み'4.1%)

・・・'4%
・・・'1%

合計'5%!
参考:九州電力管内1一おける今冬の定着節電見込み'4,1%)

節・省エネの実施は、気代の節約にもつながります。

尋ヨ0^

遅

・・・'4%

伊上冷蔵庫ヘの詰め込みすぎをやめる

496 !
'3.8%)

テレビ画面の輝度を下げるーー・ーーーー年間約600円の節約(32V型液晶テレビ1台あたり)

照明を電球型蛍光灯に取り替える・・ーー・年間約1850円の節約(54W白熱電球を12W電球型
蛍光灯に取り替えた場合)

※上記の数値は、いずれも年問を通じて取り組んだ場合の目安です。
「.1icvindex,htm1をごください。※詳細は、「家庭の省エネ大事典 2012年版」

統一省エネラベル

照明の点灯時間を1日1時間短縮

゛
工、

有効です。省エネ家電ヘの買い替えに際しては、統一省エネラベ
ルを参考にしてください。

(お使いの電気製品をより大型のものに替えると、消費電力が増え
ることもありますのでご注意ください。)

i、

年間約960円の節約(冷蔵庫1台あたり)

、

年間約430円の節約(54W白熱電球1灯あナづ刀

や、LED ヘの も節電・省エネに
こΦ酉の

工ネ は?

.唐.^

易36、

心Bdo



家庭の節電<「でんき予報」と緊急時のお願い>

「でんき予報」のご案内

でんき予報が、オレンジ・赤となった場合には、一層の節にご協力をお願い致します。

認給状況

使用串

緊急時の一層の節のおい

安定した
給状況

舵96以下

やや厳しい
揣給状況

92,6紹

~晒96以下

大変しい
儒給状況

気温の急激な低下や、発所のトラブル停止などにより、
需給ひっ迫が想定される場合には、停回避のため、
政府より、予め「電力需給ひっ迫警報」を発令し、
緊急の節をお願いさせて頂く場合があります。

しい

1日夕方~

舗%超過
~97%以下

状

需給ひっ迫報の発令
TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームページ、予め登録頂いた
メールの宛先(最終ヘージ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

大変厳しい
儒給状況

当日朝~

幻舶超過

(九州電力の例)

・需給ひっ迫警報の発令
・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いた
メールの宛先(最終ヘージ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

需給のひっ迫による停電等を回避

緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。ごす・

ーーーーーrす
※状況に応じて運用の壷更があり得ます

0

^

^、 β
倉

命

=
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家庭の節電<節電・電力需給に関する情報等>

節

.節電・力需給に関する情報をWebでご紹介しています

政府の節電ポータルサイト「節電.goJP」

htt ://WWW.setsuden.0

経済産業省ホームページ

htt ://VVVVW.meti,0 '/setsuden/index.html

力給に関する報等

.「需給ひっ迫お知らせサービス」
万一、電力需給のひっ迫が予想される場合に、携帯電話・スマートフォン

に、お知らせします。ぜひ、ご登録をお願いいたします。

〔携帯電話〕

右のQRコード、またはhせ://touroku.setsuden.0.'にアクセス

〔スマートフォン〕

"App stom"または"GO0Ξle play"1こアクセスし、"節電アクション"で検索

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※A即Storeは、米国およびその他の国々で登録されたA叩1.1"0の商標または登録商標です。
※GOOEle、 GOOEle P1きYは、 GOOElelnc.の商標または登録商標です。

.節電・省エネに関する出張説明会等

地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催する
節電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する
「無料講師派遣」を実施しています。また、工場やオフィスビル等における無
料の節電・省エネ診断を行う「無料節電診断」「無料省エネ診断」も実施して
います。

対象事業者・申込方法等は、節電・省エネ診断等に関するポータルサイトを
ご確認ください。

http://WWW.shindan-neup/

.節電・電力需給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-3501-1511(代表)

口
連

口
口



冬季の節電メ
(事業者の皆
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関西
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1今冬の節電ヘのご協力のお願い

②冬季の電力需要の特徴

③業種別の節電メニューの例

・オフィスビル

・卸・小売店(百貨店、ドラッグストア等)

・'^品1ス、^ノく^

・医療機関(病院、診療所)

・ホテル・旅館

・飲食店(ファミレス、居酒屋等)

学校(小中高校)

製造業

・記載例

4取組の例

⑤冬季の節電に関する情報提供等
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2013年度冬季の節電ヘのご協力のお願い

事業者の皆様ヘの節電のご協力のお願い

2013年度冬季の電力需給は、直近の経済成長の伸び、企業や宏庭に
おける節電の定着などを織の込んだ上で、いずれの電力管内でも安定

供給に最低限必要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。
他方、大規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給ができな
い可能性が懸念されます。

政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大恨の努力
をして参ります。安定的に電気を供給するため、大変なご迷惑をおか
けしますが、以下のとおの節電のご協力をお願い申し上げます。

.節電をお願いしたい期間・時間・節電目標

02013年度冬季の節電要請期間等

12月2日(月)から3月31日(月)までの平日(1213012131,ν2及びν3を除く)
9:00-2100(九州は8.00・21:0の

数値目標恋しの節電※

※節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願いします
※数値目標なしの節電については、ーつの目安として定着節電として見込護れている定着節電値を

参考としてください

(参考)今冬の定着節電見込み(2010年度比)

^^^^^^^^
'1.9%

.被災された地域の需要寡の皆様ヘ
特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。
(例えぱ、昼休みの消灯、使用していないエリアのこまめな消灯等)

.寒冷地の需要家の皆様ヘ
暖房機器の節電に当たっては、特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。

'フ.5% '23% '38% '3.0% '1.4% '42% '4.1%



2013年度冬季の節電ヘのご協力のお願い

使用最大電力(kw)の抑制について

ピーク期間・時閻帯において、それぞれの需要家の2010年度冬季の
使用最大電力(kw)の値を目安とした基準からの節電をお願いしま
す。

関西電力管内の事業所Aの場合<例>

2011年1月11日の使用最大電力5,oookWであった関西電力管内における事業所A
が3.8%程度の節電を目指す場合、 2013年度冬季における平日(12/30、 12/31、

ν2及びν3を除く) 9:00-21:00の時間帯は、使用最大電力(kw)が、 4β10kW程
度となることを目指す。

使用最大電力
(kw)

5,Φokw

基準電力

事業所Aの年2011年'1月11日

の口ードカーブ(kw)

4,810kw

2010年度の使用最大電力(kw)の実績値
(例) 2011年1月11日(火) 5,oookw

' 3.896以上
の節電

9:00

(九州は8:0の

※九州地方は日の出の時問が遅

"脚瓣な殉郵永靈諮"

(参考)今冬の節電目安(使用最大電力KWの値)
(伊D 今冬の目標:4β10kWを超えないようにする

※関西電力管内における今冬の見込み節電値'3.8%

節電を要請する時間帯



冬季の電力需要の特徴

(1)冬季の電力要の特徴(季との比較)

①冬季のピークは、夏季(14時頃)と異なり、朝夕を中1山に長時間となる傾向。
②夏季に比ベ、夜の需要が下がのにく<、昼夜の差が小さい。

冬季と季の力需要の特徴(イメージ)
kvv

9:00

節電をお願いしたい時間帯t九州は8:0の

来九,地方は日の出の開問が趣しだめ
輯の照明辱により需要が高く恐る傾向

18:00 21:0012:00 14:00フ:00 9:00

2)冬季の力要の特徴(大口要寡・小口要家・家庭別の要構造)

①大口・小口需要家の電力需要は、特に朝10時頃から最大ヒークとなる傾向。
②家庭の電力需要は夕方から夜にかけて最大ピークとなる傾向。

冬季平日の電力の使われ方(イメージ)

夏季

冬季

kW

21:00

^

(家庭)

ず
゛

〆
f

子
゛

ず
゛

(大口)

(小口)

21:00

9:00 節電をお願いしたい時間帯
{九州は8:0の

※九州地方は白の出の時問が遅いため
開の照明専にょり需襄が高く廷る傾向

フ:00 9:00 12:00 14:00 18:00 3

21:00
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オフィスビル

.オフィスビルの力消

'?,'.

.電気による暖房を使用するオフィスピルにおいては、館内を暖めるため、午前中にピーク
となります。

図1:オフィスビル(事例)における電力需要力ーブのイメージ

の特徴

kvv

冬^

・電力消費のうち、空調用電力が約28%、,系明が約33%、 OA機器 U＼ソコン、コピー
機等)が約21%を占めます。

.これらで電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策が効果的です。

エレベーその他
10%

゛
ノ

3 6

゛、

9 12

、

15

出典

2118

源エネルギー庁推計

6%

プリンタゴ

ノくソコン
出典.資源工才、ルギー庁推計

10%

エアコン等の電気による暖房を中心とするオフィスビルにおける用途別電力消費比率

4%

FAX

10血

空・
28%

空調、照明、
OA機器で
約82%

照明

33%
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オフィスビル

照明

願いし弐す
執務エリアの照明を半分程度間引きする。

使用していないエリア(会議室、廊下等)は消灯を徹底する。

テナントは空調のスイッチを切り、オーナーはビル全体が適切な温度
になるように調整を行う等、適靭怨温度管理を行う(次項参照)

使用していないエリアは空調を停止する。

長時間席を離れるときは、 OA機器の電源を靭るか、スタンバイモードにする

空調

0A

椒器

空調

・室内のC02'度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または問欠運転
によって外気取入れを調整する(外気入による負荷を減らすため)。

・夕方以降はプラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

・熱源機(ガス熱源は除く)の温水出口の温度を低めに設定し、熱源機ヒートポ
ンプの動力を削減する

・空調機器の一斉の起動を避ける。(運転時間前倒し、フロア毎の時間調整等)

照明

舮努も

・昼休みなどは完全消灯を1山掛ける。

・従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換しだ場合、約40%消費電力削減。

・フィルターを定期的に清掃する(2週問に一度程度が目安)。

・電気室、サーバー室などで冷房を使っている場合には、可能な限り冷房を使わずに
外気を取の入れる。または、空調設定温度が低すき尽いかを確認し、見直す。

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

建物全体に対
する節効果

8%

3%

4%

闇

実行

チエック

暖房と冷房の同時使用による室内混合損失を避ける(次項参照)

(3ヤ下1づた燈8)

ハロゲンヒーター等の暖房機器を個人で使用し恋い。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を'入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を所有している場合は、発電先で運転する。

1%

2%

従業員やテナントへの節電の啓発も大事です
ビル全体の節電目標と具体的アクションについて、関係全部門,テナントへ理解と
協力を求める(次項参照)

節電
節電担当者を決め、任者(ビルオーナー倍B門長)と関係全部門・テナントが出席した

啓発 フォローアップ会議や節電パトロールを る

従業員やテナントに対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う

4%

1%

1%

4%
U囲悶投度の効果}

記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
空調については電気式空調を想定しています
一定の条件の元での試算結果ですので、各えの建物の利用状況により削減嫡は異恋りぎす。
方策により効果が歪複するものがあるため、単純に合計はできません。
節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適仞なものとならないようご注意下さし

.

.

.

.

.

.

.

.



ビルオーナー・テナントの皆様ヘのお願い

.ーントの"へのお張い
<θ系明>

オーナーとご相談頂き、ル

低:E等の節電をお願い致します。
<空調>

内9C設定」にすると、オーナーが管理するビル全体の暖房と相まって、自動的に冷房が起動する可能性があ
のます。(下図参照)

.ビルオーナーのへのおい
<照明>

①労働安全衛生法上のθ系度基準の下限値(300ルクス)を基本にビル全体で調整してい
ただくようお願い致します。(例:乃0ルクス→400ルクス)

②ピル全体として適度な照度と恋るよう照明の間引きや,系度の低下等、テナントの皆様
へのお声掛けをお願い致します。

<空調>

①可能な限り電気以外(ガス・石油等)を使用いただくとともに、特に窓際に設置され
ている空調機器(へりメーター系)を使用される場合には、冷暖房同時運転による室
内混合損失を回避するため(下図参,系)、建物全体が適仞な温度(19゜C)になるよ
うへりメーター系温度設定を室内中心部(インテリア系)の空調温度設定より低くす
る、午後に温度が上昇したらへりメーター系のスイッチを仞る等の対策をお願い致し
ます。注)空調方式によって対策が異なりますので設備管理者とご相談下さい

②テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
をお願い致します。(可能な場合はオーナー様で空調の集中管理をお願い致しま
す。)

<換気>
CO.濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内CO.濃度基準

(5,000即m以下)をべースとし、過度な換気による暖房効率の低下となら恋いようお願
い致します。

古 1のワ勺き。の にして下さい(オーナー側で空調を集中管理する場合)。

こオ、 一θ日

図室内混合損失のケース(例)

ぺりメタ系統
空加機器

インテリア系銃
空調器

^^

二コ之.卿

r風
午後になり気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。

、
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卸・小売店(百店、ドラッグストアなど)

.卸・小売店の力消の特徴

.平均的な卸・小売店においては、昼問(8時~21時)に高い電力消費が続きます。

図1:卸・小売店(事例)における電力需要力ーブのイメージ

kvv ゛

・電力消費のうち、空調が約31%、,系明が約36%、冷凍冷蔵 C令蔵庫、ショーケース等)
力焦寸12%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約79%を占めるため、これらの分野における節電対策は

特に効果的です。

12 15

出典

OA機器
5%

冷蔵庫
4%

シヨー

ケース

8%

18 21

資源工才、ルギー庁推計

その他
16咲)

図2:一般的な卸・小売店における用途別電力消費比率

空調
31%

空調、照明、
冷凍冷蔵で約79%

照明
36%

出典:資源エネルギー庁推計
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卸・小売店

照明

圏翻
語裂

圃園

頂いします

・店舗の照明を半分程度間引きする。

・使用していないエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

・暖房を使用する必要がある場合、店舗の室内温度を19゜Cとする。

さらに節

・業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ジョ・ケ・λの消灯、凝縮器の洗浄を行う。

メンテナンスや白尺の節甑努力もお願いします

.室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時閻の停止、または問欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気'入にょる負荷を減らすため)。

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

室内温度が高い場合は、冷房を使わず、可能な限り外気の'入で対応する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

調

建物全体に対
する節効果

10%

3%

8%
3゜C下げた喝合)

冷凍

冷蔵

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う

冷凍.冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品をか恋いようにすると共に、
定期的に清掃する。

オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースについては、冷気が漏れ恋いようピニールカーテン尽

実行

チエック

コンセント

動力

.

デモンストレーション用の寡電製品などはできる限り電源をオフにする。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適靭な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を入し、報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する。

1%

12%

節電
啓発

電力削減。

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、任者(店長、部門長など)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

.記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定してい弐す。
.一定の条件の元での試鄭結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異蔵ります。
・方策により効果が璽複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものと尿ら惹いようご注意下さい。

※ご注

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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食品スーパー

.食品スーパーの

="Ξ'

.平均的な食品スーハーにおいては、営業時間帯(10時~21時)に高い電力消費が続き
ます。

図1:食品スーパー(事例)における電力需要力ープのイメージ

力消の特徴

kW

、 ノ

=

・電力消費のうち、冷凍冷蔵 C令蔵庫、ショーケース等)で約45%、照明(一般照明、
ショーケース用照明)が約31%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約76%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

空調
2%

照明、
冷凍冷蔵で
約76%

12 2115 18

出典:資源エネルギー庁推計

その他
22ツー'＼

_ノ_一冷蔵庫
9%

出典.資源エネルギー庁推計

一般的な食品スーパーにおける用途別電力消費比率図2
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食品スーパー

照明

厘

願いします

店舗の照明を半分程度閻引きする。

使用していないエリア(事務室、休憩室等)や不要な場所(看板、外部照明、
駐車場)の消灯を徹底する。

暖房を使用する必要がある場合、店舗の室内温度を19゜Cとする

使用していないエリア(事務室、休憩室等)は空調を停止する。

業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショ・ケ・スの消灯、凝縮器の洗浄

を行う。爵列

メンテナンスや日尺の節電努力もお願いし

照明
従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時問の停止、または間欠
運転によって外気取り入れを調整する(外気'入による負荷を減らすため)

暖気を逃がさ恋いよう、断熱フィルム、厚手の力ーテンなどを活用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

室外機周辺の障害物を取の除く。

搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売場ヘの冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品を置かないようにすると共に、

二

冷凍
冷蔵

建物全体に対
する節効果

10%

2%

1%未満
(3勺下げだ旧粛)

1%未)

6%

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ピニールカーテンを設置する。

コンセント

動力

一1

・調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適蜘な温度設定等を行う

実行

チエック

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です
・空調については電気式空調を想定しています

・一定の条件の元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります
,方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません.
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適蜘なものと恋ら恋いようご注意下さし

.

デマンド監視装置を入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する

コージエネレーション設備を設している場合は、発電優先で運転する。

.

節電
啓発

電力削減。

も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、任者(店長倍B門長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議や
節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意
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医療機関(病院、診療所など)

..医療機関(病院・診療所等)の電力消の特徴

.平均的な医療機関(病院・診療所等)においては、尽間(9時~18時)に高い電力消費
が続きます。

図1:医療機関(事例)における電力需要力ーブのイメージ
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・電力消費のうち、空調が約13%、照明が約52%を占めます。

.これらを合わせると電力消費の約65%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

エレベー

夕

18

出典

5%

冷蔵庫

その他
24%

21

資源エネルギー庁推計

2%

空調
1396

図2:一般的な医療機関における用途別電力消費比率
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出典:資源エネルギー庁推計
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医療機関

5つの基本アクションをお願いし

・事務室の照明を半分程度問引きする

照明

空調

・使用していないエリア(外来部門、診療部門の診療時間外)は消灯を徹底する。

・病棟、外来、診療部門(検査、手術室等)、厨房、管理部門毎に適御な温度設定
を行う。

・使用してい姦いエリア(外来、診療部門等の診療時間外)は空調を停止する

・夕方以降はブラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

メンテプンスや日尺の節電努力もお願いし

照明

駆

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。

病棟では可能恋限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

搬入口の扉やバックヤードの扉を必ず閉め冷気流入を防止する。

電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的な清掃点検を実施する。

温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める

エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

デマンド監視装置を入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

コージエネレーション設備を設置している場合は、発電優先で運転する

建物全体に対
する節電効果

3%

3%

1%

1%未満

1%未満

1

実行

チエック

節電
啓発

・節電目標と具体策について、職員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、任者(病院長・事務局長など)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを定期的に実施する。

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記慰している節電効集は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています

・一定の条件の元での試算結果ですので、各Rの建物の利用状況により削減値は異恋ります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあ弐り、保健衛生上、安全上及び管理上不適功なものと恋ら尽いようご注意下さも

:
:
:
:
:
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ホテル・旅館

.ホテル・旅館の力消の特徴

.ホテル・航館においては、 23時以降の深夜~朝9時頃の夜間以外は高い電力消費が続きます。

図1:シティホテル(事例)における電力需要力ープのイメージ

kW ^^^
^

・電力消費のうち、空調が約26%、照明が約32%を占めます。

・これらを合わせると電力消費の約58%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

3 6 9

一般的恋冬の
ロードカーブ

//

12

OA機器
1%

・ハ<・

15

出典

2118

資源工才、ルギー庁推計

炊飯器
1%

浄便座y
1%

水搬送ノ
ポンプ
7%

エレベー

夕

7% 出典:資源エネルギー庁推計

図2:電気による暖房を中1山とするホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

照明

・記載している節電効果は、建物全体の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています
・一定の条件の元での試鄭結果ですので、各見の建物の利用状況によの削減値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保鐘衛生上、安全上及び管理上不逓切なものと恋ら恋いようご注意下さし

願いし弐す

・客室以外のエリアの照明を半分程度間引きする

・使用してい恋いエリア(会議室、宴会場等)は空調を停止する

さらに節

・ロビー、廊下、事務室等の室内温度を19゜Cとする。

きい以下のアクションも検討してください

・客室外気給気/浴室排気システムの場合は、10時~17時の送風を50%風
または停止する。

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消

宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等)は消灯する。

・宕泊客ヘの協力要謂を通じて、客室の照明を抑制する(1吏用してい恋い照明の消灯等

・厨房排気を確認し適正な風に調節する(過大な場合は外気を誘引してしまうため)。

・車の動きが少ない時閻帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそれらを優先運転する。

・暖気を逃がさ恋いよう、遮熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する

・膚泊客ヘの協力要請を通じて、客室の空調を抑制する(温度設定を下げる等)。

・客室冷蔵庫のスイッチは「如」で待機する。

給湯循環ポンプの10時~17時(空室θ動の流削減または停止する(中央給湯方式)。

・}品水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

・エアタオル等のプラグをコンセントから抜く.

・自動販売機の管理者の協力の下、適靭な温度設定等を行う。

・デマンド監視装置を入し警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージエネレーション設備を設置している場合は、発電先で運転する。

調

願いし茂す

建物全体に対
する節効果

14%

1%

2%

コンセント

動力

実行
チエツク

その他

(3ヤ下けた遇含)

、

3%

節電

啓発

・施設全体の節電目標と具体策について、従業員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、任者(支配人・部門長恋ど)と関係全部門が出席したフォ白ーアップ会議
や節電パトロールを定期的に実施する

・館内での貼り紙などを通じて宿泊客ヘ節電を呼ぴかける。

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

電力削減。

※こ注意

麗
画



飲食店(ファミリーレストラン、居酒屋、フ,ーストフード店など)

.飲食店の力消費事例

・24時問型・昼型・夜型など営業種別によの営業時問帯が異なり、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異怨ります。

図1:飲食店における電力需要力ーブの事例
^一}3栗^雪聖24θ寺陀呈雪旦

停D 居酒屋など例)ファミリーレストランなど

照明
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・電力消費のうち、空調が約14%、照明が約25%、厨房機器等(給湯・冷蔵庫・ショー
ケース等)で約47%を占めます。

これらを合わせると電力消費の約86%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

空調、照明、
厨房機器等
で約86%

1 3 与 丁
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出興:資源エネルギー庁推計

その他
れ%

冷蔵庫
1696

空調
14%

出典;資源エネルギー庁推計

、2:飲食店における用途別電力消費比率の事例
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飲食店

3つの基本アクションをお願いします

・使用してい恋いエリア(事務室等)や不要な場所
(看板、外部照明等)の消灯を徹底し、照明
客席の照明を半分程度間引きする。

・店舗の室内温度を19゜Cとする。

・空調については電気式空調を想定してい宗す
・一定の条件の元での試算結柴ですので、各凡の建物の利用状況により削減値は異なのます.
・節電を意諏しすぎるあまの、保健衙生上、安全上及び管理上不適切悲ものとならないようご注

空調

厨房
・冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、
庫内の整理を行うとともに、温度調節等を実施する

メンテナンスや日Rの節電努力もお願いします

・従来型蛍光灯を、一効率蛍光灯やLED照明に交換する。
照明 (従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消電力削減。

下さい。

空調

・使用していないエリアは空調を停止する。

・フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度が目安)。

・暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手の力ーテン等を活用する。

・ハロゲンヒーターなど、電熟線系の暖房機器の禾」用を避ける。

・使用していない機器(調理機器など)のプラグを抜く

・調理機器の設定温度の見直しを行う。

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、冷気流出防止ピニールカーテンを
設置する

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

厨房

建物全体に対
する節効果

コンセント

動力

10%

実行

チエック

その他

・エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

2%

従業員ヘの節電の啓発も大事です

・店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める

・節電担当者を決め、資任者(店長)と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

1%未満

・デマンド監視装置を入し、

節電

啓発

※ご注意

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

報発生時に予め決めておいだ節電対策を実施する。



学校(小中高)

.学校(小中一)の電力消の特徴

・平均的な学校においては、日中(9時~17時)に高い電力消費が続きます。

図1:公立小学校(事例)における電力需要力ープのイメージ

kvv ゛

冬羊

・冬季においては、照明力啼り74%を占めています。

・教室部分に電気を使う暖房機器を設置していない場合が多いため、照明の比率が高く恋っ
ていますが、電気を使う空調(エアコン等)を設置している学校については空調の比率が
高くなることに留意が必要です。

空調
5%

照明で
約74%

3

照明
65%

6 9 12

、

15

出典

A機器_
4%

2118

資源エネルギー庁推計

体育館照明ノ
9%

その他
17%

出典.資源工才、ルギー庁推計

図2:一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校(小中高)

照明

願いし弐す

・教室、職員室、廊下の照明を間引きする。

・点灯方法や使用場所を工夫し恋がら体育館の照明を1/4程度間引きする

メンテナンスや日尺の節電努力もお願いし
,」

照明

従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換しだ場合、約40%消

・体音館等で使われる水銀ランプを、セラミックメタルハライドランプに交換する。
力 1減)セーミ、、メルハライドランプに負した .500 }(水銀ラ'

・使用していないエリア(教室、音楽室等)は空調を停止する。

調

・暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は手の力ーテン等を活用する。

・フィルターを定期的に清掃する(2週問に一度程度が目安)

・特別教室(音楽室、コンピユータ室等)は連続禾」用する。

コンセント

勧力

・電気以外の方式(ガス方式等)の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する

・'機電力を削減する。(特に冬休み中はパソコン、テレビ等のラグをコンセントから

・献立や調理の工夫により食器等を減らして食器洗浄機を使用したの、熱風保管庫の使用
r

^

^

・手洗い等、水の流し放し、水の出しすぎに注意する

・節水こま、泡沫水洗を使用する
その他

建物全体に刈
する節効果

15%
{約4割減の堀合j

2%

学校関係者ヘの節電の啓発も大事です

・児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的恋活動を推進する。

節電 ・節電担当者を決め、任者(校長先生等)と関係者が出席したフォローアップ会議や節電パト
啓発 ロールを実施する。

・学校関係者に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意

実行
チエック

0

電力削減。

・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各んの建物の利用状況により削滅値は異なります。
・方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできぎせん。
・節電を意識しすぎるあまり、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上不適物なものと恋ら恋いようご注意下さし



製造業

.製造業 電肖 特徴

調晒明

産設備

川"'、.'"^'111工玉王亜工弧正巫

.舌二'邸T;冬"' θ二」1ヨ'1

・電力消費のうち、生産設備が占める割合が高く恋ってし.すが、生産活動に影響を与え
ないよう、一般設備を中心に節電に取り組んでください。

・生産工程や納期、必要な生産環境(空調)に応じて電力消費形態が異恋のます。

電 費

1111"



製迫業

X黒這美ぽ産8グことと留力使屑の形態力伏言ぐ兵唐る店め、各誤傭こその命づ留璃互;ご覗bてιjまず。

・不要又は待機状態にある電気窒備の電源オフ及びモーター等の回転機の空転
止を徹底する。

・電気炉、電気加熱装置の断熱を強化する。
節電効果:保温施工の実施伊」)

・使用側の圧力を見直すことによりコンプレッサの供給圧力を低減する。
にお1 0IMpaイθ

・コンプレッサの吸気温度を低減する[設場所の室温と外気温を見合いする]。
.

に 1

・負荷に応じてコンプレッサ・ポンプ・ファンの台数制御を行う。
コ'レ・ 5"シスームでピーク 60~

・インパータ機能を持つボンプ・ファンの運転方法を見直す。
{ ブーつー・によインパータを.

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターポ冷凍機・ヒートポンプ等の動力を削減
が'7で一9でへした節 1 1 、

(※)生産活動ヘの実質的なづ響が少ない一般設備を中1山とした節電をお願いいたします。

15%

に

照明

※L生意

8%

・使用していないエリアは消灯を徹底する。

・白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明に交換する。
LED'ーン^

空調

・工場内の温度を19゜Cとする。
(節電効果:室内温度設定を3で下げた場合)

・外気取入を調整することで換気用動力や熱負荷を低減する
(節電効果:換気ファンの問欠運転または停止により30%碆入を低減した堤合)

機械・設傭毎の
節電効果

t

その他

・記載している節電効架は、機械・設備毎の消電力に対する節電効果の想定割合の目安です
そのため、設備内容や利用状況等によコて効果は異なる含があります。

・空胴については電気式空調を想定しています。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適蜘恋ものとならないようご注意下さし

・デマンド監視装置を入し、報発生詩には予め決めておいた節電対策を実施する。

節電
啓発

実行
チエック

①76%
5%

27%

・設備・機器のメンテナンスを適如かつ定期的に実施することでロスを低減する。

・節電担当者を決め、任者(社長・工場長)と関係全部門が出席したフォローアップ
会議や節電パトロールを実施する

・従業員に対して、寡庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

生産用動力の稼働シフトによる電カピーク抑制

・生産用動力の起動を節電時問帯の前にシフトする。

・事務作業等の時間を調整し、電カピークをシフトする。

・需給調整契約(料金インセンティプ)に基づく操業シフト

34%

稼働
シフト

%
%
%

8
 
2
 
9



記'仮
オフィスビルの場合》

まずは、

照明

5

・執務エリアの照明^
・使用してい恋いエリア

空調

コンセント

動力

自社の実状に応じてアレンジして下さい。

・テナント・オーナーによる適仞巷空調の使用(次項参,累)

・使用してい恋いエリアは空調を停止する。

・長時間席を離れるときは、 OA機器の電源を切るか、スタンパイモードにする。

さらに、

願いし談す

問引きする。

(会議室、廊下等)は消灯を徹底する。

・室内のC02濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または問欠運転
によって外気取入れを調整する(外気'入による負荷を減らすため)。

・夕方以降はブラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

・冷凍機の冷水出口温度を高めに設定し、ターボ冷凍機、ヒートポンプ等の動力
を削減する(セントラル式空調の場含)。

・空調機器のピークシフトを行う。

調

参考

照明

価のお願い

昼休みなどは完全消灯を脚掛ける。

・4分の1の照明を従来型蛍光灯からHf蛍光灯に交換する。

建物全体に対
す

ノ

従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、

8g

^
4%

詔度一3ヤの, J

^
^皿

調

フィルターを定期的に清掃する(2週間に一度程度力守

電気室、サーパー室'

室外機周辺の障害物

、外工(ガ

実行

エック

図

一学.

^口
^口
^口
^口

自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を

アレンジしていただいて結構です。

)空..保し、る合1そ'を先

33%

勺40 力削減。鳥、^

本計画に盛り込む節電メニユーを選びましょう()。
※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう。
※実施でき恋いメニユーを盛り込む必要はありません。

14)×40%
ロ
ロ
皿
.
田
岡



今冬の節電見込み値('1.4%~'フ.5%)以上を目指した
電の組

オフィスビルの場合

・執務エリアの照明を半分程度間引き

・設定温度を19゜Cにするなど、適切な空調利用を徹底

ドラッグストア(卸・小売店)の場合

・店舗の照明を1/4程度間引き

・空調の設定温度を19゜Cに

食ーパーの場合

・店舗の照明を1/4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定
冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

合計

' 896

' 496

'1296

シティホテル(ホテル・旅館の場合

5g6 (='1096× 1,/'2)

896

合言十'1396

客室以外の照明を半分程度間引き

学校(小中同)の場合

教室職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする

・ー' 696

合言十'1196

'1496

'1196

(='1596× 3/4)

'
'



冬の節電<「でんき予報」と緊急時のお願い>

「でんき予報」のご案内

でんき予報が、オレンジ・赤となった場合には、一層の節電にご協力をお願い致します。

番給状況

伎用率

緊急時の一層の節電のお願い

安定した
給状況

9296以下

15万kwU羊

やや廠しい
儒状況

92,6超
~9596以下

^

気温の急激な低下や、発電所のトラプル停止などにより、

需給ひっ迫が想定される場合には、停電回避のため、
政府より、予め「電力需給ひっ迫警報」を発令し、
緊急の節電をお願いさせて頂く場合があります。

厳しい給状況

前日夕方~

飾%超過
~97%以下

需給ひっ迫報の発令
TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いたメ
の宛先(最終ページ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

大変簸しい
儒給状況

当日

幻%超過

(九州電力の例)

^

・需給ひっ迫報の発令
・TV、ラジオ、新聞、町内放送、ホームヘージ、予め登録頂いたメール
の宛先(最終ページ)等により企業、家庭に継続的にお知らせ。

、メ
厶

会、

需給のひっ迫による停電等を回避

緊急速報メール」で携帯電話に一斉にお知らせ。
(一定の予備率が確保された場合には配信しない)

※状況に応じて運用の変更があり得ます

0

.゛゛1゛1
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冬の節電<節電・電力需給に関する情報等>

Webサイトでの情報紹介

政府の節電ポータルサイト「節電

htt ' setsuden.0

経済産業省ホームページ

htt //W、NW.metl.0. setsuden lndex.html

ひっ迫お知らせサービス」

万一、電力需給のひっ迫が予想される場合に、携帯電話・スマートフォンに、お知
らせします。ぜひ、ご登録をお願いいたします。

〔携帯電Ξ訂

右のQRコード、まナこはhtt ://toUゆk"...t釦don.0.にアクセス

〔スマートフオン〕

"App store"または"GO0Ξle play"にアクセスし、"節電アクション"で検索

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※Appstoreは、米国およびその他の国々で登鋒されたA即1.1nc.の商標またぱ登緑商標です
※GO0'1e、 GO0'1. P18yは、 GO0宮le {"0.の商標または畳録商標です.

節電・省エネに関する出張説明会

地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開催する節
電・省エネに関する説明会に、節電・省エネの専門家を無料で派遣する「無料講師
派遣」を実施しています。また、工場やオフィスビル等における無料の節電・省エネ
診断を行う「無料節電診断」「無料省エネ診断」も実施しています。

対象事業者・申込方法等は、節電・省エネ診断等に関するボータルサイトをご確
認ください。

htt www.shmdヨn-net

節電・電力需給に関するお問い合せ

経済産業省 03-3501-1511(代表)

口
雫

口
口


